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【手続補正書】
【提出日】令和2年6月29日(2020.6.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ペリフェラルデバイスとして動作する通信装置であって、
　セントラルとして動作する第１の外部機器と接続を確立する接続手段と、
　前記第１の外部機器との接続中に前記第１の外部機器とは異なるセントラルとして動作
する第２の外部機器を指定してダイレクトアドバタイズを送信する送信手段と、
　前記送信手段によって送信されたダイレクトアドバタイズに応答して送信される接続要
求を前記第２の外部機器から受信する受信手段と、
　前記受信手段によって接続要求が受信されたことに応じて、前記第１の外部装置との通
信を切断する切断手段とを有し、
　前記接続手段は、前記切断手段により前記第１の外部機器との通信が切断された後に、
前記第２の外部機器との接続を確立することを特徴とする通信装置。
【請求項２】
　前記接続手段によって接続を確立できる機器の情報を登録する登録手段と、
　前記登録手段によって機器の情報が登録された機器の中から、前記ダイレクトアドバタ
イズを送信する機器を設定する設定手段とをさらに有し、
　前記送信手段は、前記設定手段によって設定された機器として前記第２の外部機器に前
記ダイレクトアドバタイズを送信することを特徴とする請求項１に記載の通信装置。
【請求項３】
　前記登録手段は、前記機器の情報として接続の優先度を登録し、
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　前記設定手段は、前記第１の外部機器よりも優先度の高い機器を、前記ダイレクトアド
バタイズを送信する機器として設定することを特徴とする請求項２に記載の通信装置。
【請求項４】
　優先接続機器リストを表示する表示手段をさらに有し、
　前記登録手段は、ユーザからの操作を受け付けることで前記優先度を登録することを特
徴とする請求項３に記載の通信装置。
【請求項５】
　前記受信手段は、前記接続手段によって接続された外部機器から該外部機器の情報を取
得し、
　前記登録手段は、前記取得した外部機器の情報を登録することを特徴とする請求項２～
４の何れか１項に記載の通信装置。
【請求項６】
　前記受信手段によって受信された接続要求を送信した外部機器と、前記送信手段によっ
て前記ダイレクトアドバタイズを送信した外部機器とが一致するか否かを判定する判定手
段をさらに有し、
　前記判定手段により機器が一致した場合に、前記切断手段は前記第１の外部機器との通
信を切断することを特徴とする請求項１～５の何れか１項に記載の通信装置。
【請求項７】
　前記判定手段は、前記ダイレクトアドバタイズおよび前記接続要求に含まれるＩＤ情報
を参照して一致するか否かを判定することを特徴とする請求項６に記載の通信装置。
【請求項８】
　前記接続手段は、Bluetooth（登録商標） Low Energyを用いた通信の接続を確立するこ
とを特徴とする請求項１～７の何れか１項に記載の通信装置。
【請求項９】
　前記接続手段は、ペアリング済みの外部機器と接続の確立を行うことを特徴とする請求
項１～８の何れか１項に記載の通信装置。
【請求項１０】
　ペリフェラルデバイスとして動作する通信装置の制御方法であって、
　セントラルとして動作する第１の外部機器と接続を確立する接続工程と、
　前記第１の外部機器との接続中に前記第１の外部機器とは異なるセントラルとして動作
する第２の外部機器を指定してダイレクトアドバタイズを送信する送信工程と、
　前記送信工程において送信されたダイレクトアドバタイズに応答して送信される接続要
求を前記第２の外部機器から受信する受信工程と、
　前記受信工程において接続要求が受信されたことに応じて、前記第１の外部装置との通
信を切断する切断工程とを有し、
　前記接続工程においては、前記切断工程において前記第１の外部機器との通信が切断さ
れた後に、前記第２の外部機器との接続を確立することを特徴とする通信装置の制御方法
。
【請求項１１】
　請求項１～９の何れか１項に記載の通信装置の各手段としてコンピュータを機能させる
ためのプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明に係る通信装置は、ペリフェラルデバイスとして動作する通信装置であって、セ
ントラルとして動作する第１の外部機器と接続を確立する接続手段と、前記第１の外部機
器との接続中に前記第１の外部機器とは異なるセントラルとして動作する第２の外部機器
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を指定してダイレクトアドバタイズを送信する送信手段と、前記送信手段によって送信さ
れたダイレクトアドバタイズに応答して送信される接続要求を前記第２の外部機器から受
信する受信手段と、前記受信手段によって接続要求が受信されたことに応じて、前記第１
の外部装置との通信を切断する切断手段とを有し、前記接続手段は、前記切断手段により
前記第１の外部機器との通信が切断された後に、前記第２の外部機器との接続を確立する
ことを特徴とする。
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